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１　施設の概要

指定期間

２　収支の状況 単位：千円

公 の 施 設 の 指 定 管 理 者 に お け る 業 務 状 況 評 価
令和８年２月13日

施 設 名 高知県立月見山こどもの森 所 管 課 名 林業振興・環境部自然共生課

指 定 管 理 者 名 情報交流館ネットワーク 令和５年４月１日 ～ 令和10年３月31日

施 設 所 在 地 香南市香我美町岸本、香南市夜須町坪井（管理事務所：香南市香我美町岸本１２６９－７）

１．月見山こどもの森における行為及び利用の許可等、行為及び利用の許可の取消し等

　その他の許可に関すること

２．月見山こどもの森の施設、設備等の維持管理及び補修に関すること

３．月見山こどもの森の設置目的（※）を達成するための活用事業の企画及び運営に関

　すること

　　※　「自然の中での野外活動を通じ、児童、生徒等の健全な心身の育成を図る」

　　　　（高知県立月見山こどもの森の設置及び管理に関する条例第１条）

４．月見山こどもの森の利用促進に関すること

＜概要＞　郷土の雄大な自然の中で、子どもたちが自由に遊び、学校や家庭で得ること

　のできないものを体験して、たくましく、心豊かに育つことを願い、昭和54年の

　国際児童年を記念して、昭和55年10月に開設。

＜敷地面積＞　約20ｈa

＜主なゾーン＞　史跡の森・つどいの森・花木の森・わんぱくの森・自然の森

＜主要建物等＞　こどもの森ハウス（管理事務所）、駐車場２か所約84台（第１駐車場44台、

　第２駐車場40台）、展望休憩所、休憩所、便所５棟

＜主な施設・設備＞　アスレチックコース（木製遊具）、グリーンアドベンチャーコース（40

　種類の樹木名の看板）、すべり山、キャンプ場（芝生1,500㎡・テントサイトのみ）、展望

　台、ミニ88ヶ所巡りコース

＜開園時間＞　午前８時30分～午後５時15分

＜休園日＞　12月29日～１月３日

＜利用料金＞　無料

＜キャンプ場利用料金＞　無料

＜ハウス使用料＞　無料

＜イベント参加料金＞　材料代（実費額相当）を徴収する場合がある　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員：３人（常勤２人、非常勤１人）　

（但し、イベント開催時等には、人員体制を確保するため臨時職員を雇用。）

令和５年度（決算） 令和６年度（決算） 令和７年度（予算）

　県支出金 11,930 11,930 11,930 

　参加料収入等 257 244 240 

　収入計　　（a） 12,187 12,174 12,170 

　事業費 159 180 200 

　管理運営費 3,418 3,091 3,160 

　人件費 8,599 8,813 8,810 

　支出計　　（b） 12,176 12,084 12,170 
収支差額（a）-（b） 11 90 0 

※県支出金のうち、５年度5,100千円、６年度5,100千円、７年度5,100千円、は、香南市からの受託事業収入（７年度は見込み）
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５年度（実績） ６年度（実績） ７年度（目標）

24,367 21,734 25,000 

○ 利用者アンケート等の実施状況（時期・方法・回答数・調査結果等）

○ 利用者意見等を踏まえた対策

・「いつでも作れる木工作」として、年間を通して予約なしで製作できるようにしている。

・　基本的なことは問題なくできているが、形骸化していないかの自己点検が必要。

【評価の目安】　

３ 利用状況

①年間利用者数 (単位：人)

（団体の来園者）

　打ち合わせ・問い合わせの際に利用案内や冊子等を渡し、又は送付し、事前に意見

等を聞き、できる限り要望に沿った対応をするよう努めている。

（一般の来園者）

　初めての利用者には、職員が直接出向いてアスレチックのコース図やグリーンアドベン

チャーの案内図等を渡し、施設等の説明を行っている。また、事務所にもアンケート用紙

を設置して、意見を記入していただき、集約している。

（「出前教室」開催の場合）

・ 職員の日程や経費を調整し、できる限り要望に応えている。

項　　　　　　　目 状　　　況　　　説　　　明

・　酷暑など困難な状況の中、「つつじの道」を新たな名所として整備するなど工夫

　して新たな魅力の発信ができている。

・　利用者の意見と向き合っており、サービスにつなげている。

・　限られた予算の中で人員を確保し、地域等と連携した運営ができている。

・　緊急時等の対応の周知がされており、安心、安全に過ごせる努力がされている。

・　利用者減少の原因の分析を行ったうえで、来園者増加のための工夫が必要。

・　努力や工夫はできており、その効果が見えることを期待する。

・　デジタル化を進めてほしい。

・　リピーターによる口コミ等により、新規来園者を確保してほしい。

・　学校関係者の利用が減少傾向にあるため、効果的な働きかけが必要。

・　地域への働きかけの努力ができている。
・　外部とのイベント連携事業が定着しており、今後も期待できる。

・　来場者に魅力ある活用事業の提供ができている。

・　出前教室の実績やイベントへの利用者を増やすための工夫のある仕掛けが必要。

・　新たな取組の成果が出ているのか確認が必要。

・　令和６年度の施設利用者数は、目標25,000人に対し、21,734人（目標達成率86.9％）
　であった。

・　施設の維持管理経費が高騰する中、経費削減に努めている。

・　利用者の声を聞いてサービス向上のために努力工夫した取組はできている。

・　利用者が減少しているため、学校等への働きかけや新規来園者を増やすための対応

　は必要。

・　適正な管理運営ができている。

・　さらなるデジタル化の活用による広報など、幅広く情報提供できる工夫が必要。

・　成果の見える取組を期待する。

Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの

Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの

Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの

Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

・ 広報の配布と同時にアンケートを配って記入してもうほか、直接の聞き取りによって、利
用者ニーズの把握に役立てている。

③その他特記事項 　幼児から高齢者まで、全てのお客様が楽しく利用できるよう対応に努めている。

③利用実績

④収支の状況

総 合 評 価

B

②利用者意見等の反映

①管理運営に関する評価

②事業の実施に関する評価


